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大 脇 高 架 橋 （ 鋼 上 部 工 ） 東 工 事 は ， 平 成 15 年 3 月 開 通 予 定 の 第 二 東 名 高 速 道 路 ， 名 古 屋 南    
IC～ 豊 明 IC 間 の 豊 明 IC の 西 側 に 位 置 す る 高 架 橋 で あ る 。 橋 梁 形 式 は ， 5 径 間 連 続 桁 鋼 床 版  
箱 桁 橋 で 橋 長 415m の 上 下 線 2 連 で 構 成 さ れ た 橋 梁 で あ る 。 本 文 は ， 「 大 脇 高 架 橋 （ 鋼 上 部 工 ）
東 工 事 」 の 「 曲 線 桁 を 縦 移 動 さ せ な が ら 上 り 勾 配 で 横 取 り す る 工 法 」 と 「 豊 明 市 市 道 桜 ヶ 丘 ～  
沓 掛 線 跨 道 橋 」 の 「 走 行 路 面 の 縦 ・ 横 断 勾 配 の 大 き い 条 件 で の 自 走 台 車 に よ る 一 括 架 設 工 法 」  
の 架 設 工 法 検 討 を 含 む ， 架 設 工 事 の 概 要 を 報 告 す る も の で あ る 。  

 
キ ー ワ ー ド ： 横 取 り 架 設 ， ド ー リ ー 一 括 架 設 ， ジ ャ ッ キ ア ッ プ 架 設

 

 

ま え が き  
 
  本 橋 の 架 設 地 点 は ， 国 道 1 号 と 国 道 23 号 へ の
ア ク セ ス で あ る 豊 明 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 部 （ 仮 称 ）

の 西 側 に 位 置 し ， 9 万 台 ／ 日 の 交 通 量 を 有 す る 国
道 23 号 と の 重 複 区 間 に 位 置 す る 。 橋 梁 形 式 は ，  

5 径 間 連 続 鋼 床 版 箱 桁 橋 で ， 橋 長 415m， 鋼 重 約
6,600t の 上 下 線 2 連 で 構 成 さ れ た 橋 梁 で あ る (写

真 -1)。 鋼 床 版 部 に お い て は ， 製 作 性 の 合 理 化 と 耐

久 性 の 向 上 を 目 的 と し て 合 理 化 鋼 床 版 構 造 が 採 用

さ れ た 。 主 な 特 徴 は 下 記 で あ る 。  

①  材 片 数 低 減 を 目 的 に 鋼 床 版 厚 を 18mm。  

②  大 断 面 Ｕ リ ブ の 採 用 。  

③  横 桁 （ リ ブ ） 間 隔 を 通 常 の 2.5ｍ 以 下 か ら 4
ｍ 程 度 に 拡 大 。   

  ④  疲 労 耐 久 性 を 考 慮 し た デ ィ テ ー ル の 採 用 。  

現 場 架 設 に お い て は ， 種 々 の 架 設 地 点 の 条 件 に

よ る 制 約 と 構 造 等 に よ る 制 約 と が 挙 げ ら れ た 。 そ

の た め ， 今 ま で の 横 取 り 工 法 の 基 本 的 な 考 え 方 に

加 え 新 た な 視 点 か ら 種 々 の 制 限 に 対 す る 対 応 策 を

盛 り 込 ん だ 設 備 を 考 案 し ， そ れ ら を 組 み 合 わ せ た

場 合 の 横 取 り 作 業 全 体 の 作 業 性 や 安 全 性 に つ い て

検 討 し た 。  

 

 

本 文 で は ， 5 径 間 連 続 桁 を 2 径 間 と 3 径 間 に 分  

割 し ， セ ッ テ ィ ン グ ビ ー ム を 用 い て 曲 線 桁 を 縦 移  

動 さ せ な が ら 上 り 勾 配 （ 0％ ～ 7.5％ ） で 横 取 り す  

る 架 設 工 法 や 高 圧 線 付 近 に お け る 桁 の ユ ニ ッ ト ジ

ャ ッ キ に よ る ジ ャ ッ キ ア ッ プ 架 設 工 法 ， 中 床 版 の

走 行 ク レ ー ン に よ る 巻 き 上 げ 架 設 工 法 を 採 用 し た

の で ， こ こ に 報 告 す る 。 ま た ， 本 工 事 に お い て は ，

豊 明 市 か ら の JH 受 託 工 事 と し て 豊 明 市 市 道 桜 ヶ  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写 真 -1 現 場 状 況  

 

 



駒 井 技 報 Vol.22 

－ 62－  

 
丘 ～ 沓 掛 線 跨 道 橋 の 上 部 工 工 事 も 含 ま れ て お り ，

マ ッ ク ス キ ャ リ ア ４ 台 を 連 結 し ， ユ ニ ッ ト ジ ャ ッ

キ ４ 台 を 搭 載 し た 自 走 台 車 に よ る 一 括 架 設 工 法 も

採 用 し た の で 併 せ て 報 告 す る 。  

 

１ ． 橋 梁 概 要  
 

（ １ ） 橋 梁 概 要  

大 脇 高 架 橋 （ 鋼 上 部 工 ） 東 工 事 の 概 要 を 以 下 に

示 す 。 構 造 一 般 図 を 図 -1 に 示 す 。  

工  事  名 ： 第 二 東 名 高 速 道 路 大 脇 高 架 橋  (鋼 上  

部 工 )東 工 事  

路  線  名 ： 第 二 東 海 自 動 車 道  横 浜 名 古 屋 線  

工 事 箇 所 ： 愛 知 県 豊 明 市 栄 町 新 左 山 ～ 三 ツ 池 下     

設 計 荷 重 ： B 活 荷 重  

構 造 形 式 ： 5 径 間 連 続 鋼 床 版 箱 桁 橋 の 上 下 線 2 連  

橋    長 ： 415.441ｍ  
支  間  長 ： 79.350ｍ ＋ 3× 85.000ｍ ＋ 79.791ｍ  

（ CL 上 ）  

有 効 幅 員 ： 14.520ｍ ～ 15.940ｍ （ 上 下 線 ）  

平 面 線 形 ： R=700ｍ ＋ A＝ 485ｍ ＋ R＝ ∞  
（ CL 上 ）  

横 断 勾 配 ： 7.5％ ～ － 2.0％  

 

縦 断 勾 配 ： 2.999％  

 

（ ２ ） 設 計 上 の 特 色  

国 道 23 号 上 の 主 な 橋 梁 は 経 済 性 と 耐 久 性 向 上  

を 目 的 と し て 合 理 化 鋼 床 版 箱 桁 橋 が 基 本 と し て 採  

用 さ れ ， 本 橋 も こ れ が 採 用 さ れ て い た 。 設 計 上 の  

主 な 特 徴 を 下 記 に 示 す 。  

１ ） ２ 主 箱 桁 橋  

① ガ イ ド ラ イ ン 設 計 の 適 用  

② 主 桁 間 隔 9,050mm と し た 2 主 箱 桁 橋 ， 主 桁
間 隔 は 1800mm と し ，大 型 Ｕ リ ブ 2 個 を 桁 内

に 配 置 し た 。 桁 高 は 輸 送 制 限 に よ り 2950mm
を 基 本 と し て い る 。  

③ 後 で 記 述 す る 架 設 条 件 に よ り ， 架 設 系 を 考 慮

し た 解 析 を 行 っ た 。  

２ ） 合 理 化 鋼 床 版  

① U リ ブ 寸 法 は 従 来 型 （ 320× 240× 6） に 比 べ
約 1.5 倍 の 断 面 で あ る 450× 330× 9 と し て い
る 。 こ れ に よ り 材 片 数 を 減 ら し て い る 。  

② 大 型 U リ ブ 採 用 に と も な い デ ッ キ プ レ ー ト 板
厚 を 18mm と し て い る 。  

③ 疲 労 耐 久 性 を 向 上 し た 鋼 床 版 構 造 や 舗 装 構 造

を 採 用 し た 。  

図 -1 構 造 一 般 図   
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図 -4 架 設 図 (側 面 図 ) 

３ ） 大 型 鋼 製 伸 縮 装 置 の 採 用  

橋 長 や 脚 の 固 有 周 期 が 影 響 し て 鋼 製 伸 縮 装 置

の WEB 遊 間 は 755mm と な っ た 。700mm 以 上  

の 大 型 伸 縮 装 置 は 実 績 が 少 な い た め 試 験 体 に よ

る 挙 動 実 験 を 行 い 非 排 水 構 造 に 改 良 を 加 え た 。  

ま た ， フ ェ ー ス プ レ ー ト 上 面 に ア モ ル フ ァ ス 合  

金 を 常 温 溶 射 し ス リ ッ プ 抑 止 を 施 し た (図 -2)。  

橋 渡 材

高 硬 度 発 泡 体

裏 面 保 護 材

ゴ ム 引 布

ス リ ッ プ 抑 止

ア モ ル フ ァ ス 合 金 溶 射

 
図 -2 伸 縮 装 置 概 念 図  

 

２ ． 架 設 工 法 決 定 に 与 え た 種 々 の 制 約  
 

 本 工 事 の 架 設 工 法 決 定 に 先 立 ち ， 架 設 地 点 の 条

件 に よ る 制 約 と 構 造 等 に よ る 制 約 を 調 査 ・ 検 討 し

た 。 以 下 に 工 法 決 定 に 与 え た 種 々 の 制 約 を 列 挙 す

る 。  

 

（ １ ） 架 設 現 場 等 に よ る 制 約 （ 図 -3）  

① ９ 万 台 /日 の 交 通 量 を 有 す る 国 道 23 号 の 直 上
（ 重 複 区 間 ） に 架 か る 高 架 橋 で あ る 。  

② 国 道 23 号 の 北 側 に は ， 共 同 溝 の 発 進 基 地 と
高 圧 送 電 線 の 鉄 塔 が あ る た め 作 業 ヤ ー ド と し  

て は 使 用 で き な い （ 図 -3 の ○ 部 ） 。 作 業 ヤ ー

ド は ， 国 道 23 号 と 南 側 側 道 と の 間 の 8～ 12
ｍ の わ ず か な ス ペ ー ス で あ る （ 図 -3 の ○ 部 ）。 

③ 市 道 桜 ヶ 丘 ～ 沓 掛 線 跨 道 橋 が 23 号 を 南 北 に
横 断 す る 形 で 跨 い で い る （ 図 -3 の ○ 部 ）。  

 

④ 15 万 4 千 ボ ル ト の 高 圧 送 電 線 が 23 号 の 上 空  

を 南 北 に 横 断 し ， 最 終 架 設 位 置 で の 鋼 床 版 天  

端 か ら の 離 隔 距 離 は ， 5ｍ し か な い （ 図 -3 の

○ 部 ）。  

⑤ 23 号 の 夜 間 通 行 止 め は ， 2～ 3 カ 月 に 1 度 の  

割 合 で 実 施 さ れ ， 日 時 に つ い て は あ ら か じ め

関 係 各 署 の 協 議 ・ 調 整 で 年 間 を 通 じ て 決 定 し

て い る 。 一 晩 あ た り の 通 行 止 め 可 能 時 間 は ，

12 時 間 で あ る 。  

 

（ ２ ） 構 造 等 に よ る 制 約  

① 橋 長 415m， 支 間 長 約 85m の 5 径 間 連 続 鋼 床  

版 箱 桁 橋 の 上 り 線 ・ 下 り 線 の 2 連 で あ る 。  

② 鋼 重 は ， 上 り 線 で 3400t， 下 り 線 で 3200t と
一 般 の 橋 梁 と 比 べ 大 型 で あ る 。 そ の た め ， 架

設 時 の 支 点 反 力 が 1 橋 脚 ， 1 箱 桁 当 た り 400t
を 越 え て い る 。  
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図 -5 架 設 図 (平 面 図 ) 
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図 -3 現 場 状 況 図  
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③ 曲 線 （ R=700m） か ら 直 線 へ 移 行 す る 緩 和 区
間 に 位 置 す る 。 そ の た め 横 断 勾 配 も 7.5～ 0％
ま で 変 化 す る 。  

④ ③ に 関 連 し て ， 各 橋 脚 が 平 行 で な い （ 図 -5）。 

 

３ ． 架 設 工 法 の 選 定 と 概 要  
 

 本 工 事 の 架 設 工 法 決 定 に 当 た り ，前 述 の 種 々 の

制 約 に 対 す る 対 応 策 を 各 々 選 定 し ，そ れ ら を 組 み

合 わ せ た 場 合 の 作 業 性 や 安 全 性 ，そ し て コ ス ト 面

に つ い て 総 合 的 に 評 価 し 決 定 し た 。  

 

（ １ ） 横 取 り 工 法 の 採 用  

本 橋 架 設 地 点 が 23 号 の 直 上 に 位 置 す る た め ，
定 位 置 架 設 は 不 可 能 で あ っ た 。 し た が っ て ， 国 道

23 号 の 南 側 作 業 ヤ ー ド で ト ラ ッ ク ク レ ー ン ・ ベ ン  

ト 工 法 に て 桁 を 組 み 立 て ， 国 道 23 号 通 行 止 め 時  

に 横 取 り す る 工 法 を 採 用 し た 。 し か し ， 現 地 条 件

や 構 造 の 条 件 に よ り 下 記 の 問 題 が あ っ た 。                           

１ ） 横 取 り 工 法 の 問 題 点  

① 作 業 ヤ ー ド が 狭 く ， か つ 下 り 線 側 し か 使 用 で

き な い た め ， １ 箱 桁 分 の 地 組 し か で き な い 。

し た が っ て ， 桁 左 右 の 反 力 バ ラ ン ス の 悪 い 1

本 主 桁 の 状 態 （ ９ ： １ 程 度 ） で 仮 に 横 取 り す

る 作 業 （ 一 次 横 取 り ） が 発 生 す る 。 ま た ， 一

晩 で 最 大 28ｍ の 二 次 横 取 り 作 業 が 発 生 す る 。
さ ら に 両 サ イ ド の 工 区 も 同 時 期 施 工 で 施 工 す

る た め ， 輻 輳 し た 状 態 で 作 業 を 進 め る 必 要 も

あ っ た （ 図 -5）。  

② 15 万 4 千 ボ ル ト の 高 圧 送 電 線 の 場 合 ， 4ｍ 以
上 の 離 隔 距 離 を 確 保 す る よ う 労 働 安 全 衛 生 法

で 規 定 さ れ て い る 。 ち な み に ， 中 部 電 力 （ 株 ）

で は ， よ り 安 全 な 距 離 と し て ５ ｍ 以 上 と 設 定

さ れ て い る た め ， ５ ｍ の 離 隔 距 離 を 確 保 す る

必 要 が あ っ た 。 一 般 的 に 横 取 り 用 の 軌 条 設 備

は 水 平 に 敷 設 す る 。 し か し ， 軌 条 を 水 平 に 敷

設 し た 場 合 ， 高 圧 送 電 線 の 感 電 範 囲 に 桁 本 体

が 近 接 （ 約 80 ㎝ ） し ， 鋼 床 版 上 で の 作 業 が
で き な い 状 態 と な る た め ， 軌 条 設 備 を 水 平 に

敷 設 す る こ と が で き な い （ 図 -6）。  

③ 曲 線 桁 で あ り ， 各 橋 脚 方 向 が 放 射 方 向 を 向 い

て お り ， 各 橋 脚 上 の 軌 条 設 備 を 平 行 に 敷 設 す

る こ と が で き な い 。  

２ ） 横 取 り 工 法 の 問 題 点 に 対 す る 解 決 策  

① 現 場 の 施 工 条 件 か ら 扇 形 の 狭 い 側 か ら の 横 取

り と な り ， 地 組 時 に お い て 隣 接 構 造 物 と 干 渉

す る た め 全 径 間 で の 横 取 り 作 業 は 不 可 能 と 判

断 し ， 下 記 を 採 用 し た 。  

・ ５ 径 間 連 続 桁 を ２ 径 間 と ３ 径 間 に 分 割 し て

セ ッ テ ィ ン グ ビ ー ム を 用 い て 横 取 り す る 工

法 を 採 用 し た 。  

・ 分 割 位 置 の 仕 口 方 向 は ， 扇 形 の 狭 い 側 か ら

の 横 取 り を 可 能 と す る よ う 端 支 点 Ｐ 37 橋
脚 部 と 平 行 ， 桁 に 対 し て 斜 め ジ ョ イ ン ト と

し た 。 そ の た め ， 現 場 に お い て は 空 中 ジ ョ

イ ン ト と な っ た （ 図 -4）。  

・ 桁 本 体 に ア ウ ト リ ガ ー を 配 置 し ， 支 点 位 置  

を 広 げ る こ と に よ り 桁 左 右 の 反 力 調 整 を 行  
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図 -6  架 設 図 (断 面 図 ① ) 
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図 -7 架 設 図 (断 面 図 ② ) 

 

 

写 真 -2 ア ウ ト リ ガ ー  
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図 -8 ア ウ ト リ ガ ー ， 横 取 り 設 備 図  

っ た 。 そ の 結 果 ， 6： 4 程 度 ま で 改 善 さ れ １
箱 桁 で の 曲 線 桁 を 横 取 り す る こ と を 可 能 と

し た （ 図 -8， 写 真 -2）。  

・ 支 点 数 が 少 な く ， 横 断 勾 配 ， 曲 率 の 緩 い ２

径 間 の 架 設 作 業 を 先 行 す る こ と に よ り 仮 設

備 や 作 業 性 の 改 善 を 図 り ， 難 易 度 の 高 い ３

径 間 の 架 設 作 業 に 反 映 し た 。  

② 高 圧 送 電 線 と の 離 隔 距 離 を 確 保 す る た め ， 高

圧 送 電 線 を 避 け る よ う な 方 法 や 形 状 を 採 用 し

た 。                   

・ 水 平 で は な く 各 橋 脚 勾 配 な り （ 0～ 7.5％ ）
に 横 取 り 軌 条 を 敷 設 す る こ と に よ り 架 設 機

材 高 さ を 抑 え ，離 隔 距 離 を 確 保 す る（ 図 -7）。 

・ 横 取 り 作 業 に お い て ， 横 取 り 前 と 後 で 各 橋

脚 で の 軌 条 の 上 り 勾 配 が 異 な る た め 縦 断 勾

配 の 変 化 を 伴 う 。 そ こ で 桁 本 体 が 最 終 形 状

を 保 つ よ う 高 さ 管 理 お よ び 反 力 管 理 を 行 い

な が ら 横 取 り 作 業 を 実 施 し た 。 横 取 り 用 の

ス ラ イ ド ジ ャ ッ キ 底 面 に ， ジ ャ ッ キ が 鉛 直

と な る よ う テ ー パ ー プ レ ー ト を 配 置 し ， ジ

ャ ッ キ に 悪 影 響 を 与 え る 水 平 力 を 抑 制 す る

こ と に よ り 上 り 勾 配 に 対 応 し た （ 図 -9）。  

③ 放 射 方 向 を 向 い て い る 軌 条 で 横 取 り 作 業 を 実

施 し た 場 合 ， 支 点 反 力 の 最 大 の 軌 条 方 向 に 向

か っ て 桁 が 移 動 す る 。 し か し 当 現 場 は 隣 接 工

区 と の 作 業 輻 輳 を 避 け る た め 横 取 り 方 向 は 端  

支 点 方 向 と せ ざ る を 得 な い 。 こ の た め ， 横 取  

り 時 に 支 点 反 力 が 最 大 の 軌 条 方 向 に 桁 が 移 動

し た 場 合 ， 横 取 り 設 備 お よ び 桁 の 滑 落 の 問 題

が 心 配 さ れ た 。 そ こ で ， 横 取 り 作 業 と 並 行 し

て 桁 が 正 規 の 横 取 り 方 向 へ 向 か っ て 移 動 す る

よ う ， セ ン タ ー ホ ー ル ジ ャ ッ キ で 強 制 的 に 橋  
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図 -10 縦 移 動 設 備 図  
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軸 方 向 に 桁 を 移 動 さ せ る 設 備 を 組 み 込 む こ

と に よ り 対 応 し た （ 図 -10）。 縦 移 動 時 の 桁

と 設 備 の す べ り 面 に は ， 縦 横 断 の 変 化 に 対

応 す る 球 面 型 の ２ 軸 ス ラ イ ド 装 置 で 対 応 し

た （ 図 -11）。  

WEB

L-FLG
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桁 受 け 梁
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断 面 図 側 面 図

 

図 -11 2 軸 ス ラ イ ド 装 置 図  

 

（ ２ ） 高 圧 送 電 線 下 に お け る ジ ャ ッ キ ア ッ プ 工 法

の 採 用  

15 万 4 千 ボ ル ト の 高 圧 送 電 線 付 近 の 架 設 作 業
は ， 感 電 や 停 電 災 害 の 防 止 を 第 一 に 考 え ， ク レ ー

ン 作 業 時 に お い て 適 正 な 離 隔 距 離 を 確 保 し ， 安 全  

性 を 確 認 し な が ら 工 事 を 進 め る 必 要 が あ っ た 。 そ

の た め ， 施 工 計 画 時 に お い て 以 下 に 述 べ る ２ 案 に

つ い て の 施 工 性 ， 安 全 性 ， 経 済 性 に つ い て 検 討 を

進 め た 。 桁 架 設 時 に ク レ ー ン の ブ ー ム が 高 圧 線 送

電 線 の 感 電 範 囲 と 干 渉 す る と 判 断 さ れ た 範 囲 の 桁

の 架 設 工 法 を ， 下 記 ２ 案 か ら 比 較 し 選 択 し た 。                         

Ａ 案  感 電 範 囲 と 干 渉 し な い 場 所 で 組 み 立 て て ，  

所 定 の 位 置 ま で 縦 送 り す る 工 法 （ 図 -12）    

Ｂ 案  感 電 範 囲 と 干 渉 し な い 低 い 位 置 で 組 み 立 て ，

所 定 の 高 さ ま で ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る 工 法

（ 図 -13）  

上 記 ２ 案 に つ い て 比 較 ・ 検 討 を 行 っ た 結 果 ， 使 用  

機 材 ， 施 工 日 数 が 少 な く ， ト ー タ ル コ ス ト の 低 い

Ｂ 案 を 採 用 し た （ 写 真 -3）。  

 

（ ３ ） 走 行 ク レ ー ン を 用 い た 架 設 工 法 の 採 用  

 

写 真 -3 ジ ャ ッ キ ア ッ プ 工 法 に よ る 架 設  

 Ｐ ３ ８ ～ Ｐ ３ ９ 付 近 の 中 床 版 の 架 設 作 業 で は ，

作 業 ヤ ー ド が 狭 い こ と に 加 え ， 国 道 を 跨 ぐ 跨 道 橋  

の 橋 台 も あ る た め 非 常 に 狭 い 状 態 で あ り ， ク レ ー

ン の 据 付 位 置 の 確 保 が 困 難 で あ っ た 。 離 れ た 場 所  

か ら 大 型 の ク レ ー ン で 架 設 す る 工 法 も 検 討 し た が ，

十 分 な 架 設 ス ペ ー ス が 確 保 で き な か っ た ， そ の た  

め 主 桁 上 に 9.8ｔ 吊 り の 走 行 ク レ ー ン を 組 み 立 て ， 
そ れ を 用 い て 架 設 作 業 を 行 う 工 法 を 採 用 し た （ 写

真 -4）。  

 

（ ４ ） ２ 径 間 で の 問 題 点 と ３ 径 間 へ の 反 映 事 項  

① 縦 移 動 の 初 動 時 に お い て ， ２ 軸 ス ラ イ ド 装 置

の テ フ ロ ン 板 に 想 定 し て い た よ り 大 き な 摩 擦

力 が 働 く こ と で ，テ フ ロ ン 板 が 飛 び 出 し た り ，

す り 切 れ た り す る 現 象 が 何 回 も 発 生 し た 。 そ

こ で ， テ フ ロ ン 板 の 使 用 を 取 り や め ， 面 取 り

し た 鋼 製 プ レ ー ト の 表 面 に テ フ ロ ン コ ー テ ィ

ン グ を 施 し ， 接 触 面 に グ リ ス ア ッ プ す る 方 法

に 変 更 し た 結 果 ， 改 善 さ れ た 。  

② 横 取 り と 縦 移 動 を 同 時 に 行 う 作 業 に お い て ，

２ つ の 作 業 を 同 調 さ せ る こ と が 難 し い と い う

問 題 が 発 生 し た 。 ２ 径 間 で の 横 取 り で は ， 横

取 り 1ｍ に 対 す る 縦 移 動 量 を 予 め 計 算 で 求 め
（ 約 40 ㎜ ）， 横 取 り 量 を 目 視 確 認 し な が ら そ
れ に 縦 移 動 を 追 従 さ せ る 要 領 で 行 っ た が ， 同

調 が う ま く あ わ な い 場 合 に は 端 支 点 部 の 桁 受

け 梁 は 15 ㎜ 程 度 傾 き ， そ の 都 度 横 取 り 作 業
を 中 止 し 縦 移 動 修 正 作 業 を 行 っ た 。 ３ 径 間 の

横 取 り で は ， 横 取 り 1ｍ に 対 す る 縦 移 動 量 が
大 き い た め （ 約 200 ㎜ ） 同 調 性 の 確 保 が 難 し
く 縦 移 動 修 正 作 業 に 時 間 が か か り す ぎ ， 所 定

の 時 間 内 に 横 取 り 作 業 を 完 了 で き な い と 判 断

し た 。 そ こ で ， 桁 受 け 梁 の 取 り 合 い 部 を 長 孔

処 理 （ 100 ㎜ ） し ， テ フ ロ ン 板 を 挿 入 し た 。
そ れ に よ り 桁 と 桁 受 け 梁 が 滑 る 状 態 に な り ，   

 

写 真 -4 走 行 ク レ ー ン に よ る 中 床 版 の 架 設  
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図 -12 架 設 工 法 Ａ 案  
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図 -13 架 設 工 法 Ｂ 案  
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多 少 の ズ レ が 生 じ て も 滑 落 な ど の 問 題 が 発 生 し

な い 構 造 と な っ た （ 図 -14）。 そ の 結 果 ， 難 易 度

の 低 い ２ 径 間 で 要 し た 時 間 （ 横 取 り 1ｍ に 要 し
た 平 均 時 間 ） が 20 分 で あ っ た の に 対 し ， 難 易
度 の 高 い ３ 径 間 で も 同 じ 時 間 で 横 取 り を 完 了 す

る こ と を 可 能 と し た 。  
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図 -14 端 支 点 部 桁 受 構 造 図  

 

４ ． 跨 道 橋 の 架 設 ～ 自 走 台 車 に よ る 一 括 架 設  
 

（ １ ） 橋 梁 諸 元  

跨 道 橋 の 橋 梁 諸 元 を 下 記 に 示 す 。  

構 造 形 式 ： 鋼 単 純 グ レ ー チ ン グ 床 版 箱 桁  

橋    長 ： 37.9ｍ  

有 効 幅 員 ： 16.0ｍ  

 

（ ２ ） 工 事 概 要  

平 成 13 年 1 月 27 日 夜 間 12 時 間 の 23 号 一 斉 通
行 止 め に お い て 自 走 台 車 に よ る 一 括 架 設 を 行 っ た 。

架 設 当 日 は 図 -15 の よ う に 自 走 台 車 が ヤ ー ド 地 組

立 位 置 か ら 進 入 し ， 架 設 位 置 ま で 約 300m 国 道 の
中 央 分 離 帯 を 跨 い だ 状 態 で 走 行 し た 。 こ の た め 支

障 と な る 出 入 り 口 の フ ェ ン ス ・ 中 央 分 離 帯 の ガ ー

ド レ ー ル ・ 遮 光 フ ェ ン ス ・ 縁 石 な ど の 障 害 物 を い

か に 短 時 間 で 撤 去 ・ 復 旧 す る か が 問 題 で あ っ た 。

こ の た め ， 準 備 作 業 と し て あ ら か じ め 平 成 12 年
11 月 11 日 夜 間 12 時 間 の 23 号 一 斉 通 行 止 め に お
い て 短 時 間 で 撤 去 ・ 復 旧 で き る 構 造 と す る た め 中

央 分 離 帯 を 改 良 し た 。  

 

（ ３ ） 現 場 施 工  

１ ） 準 備 工  

現 地 の 地 組 立 前 に は 以 下 の 準 備 作 業 を 行 っ た 。  

① 製 作 時 ， 桁 に は 重 心 位 置 を 考 慮 し ， 自 走 台 車

に 載 荷 す る 際 の ジ ャ ッ キ 受 け 点 の 補 強 を 計 画

し た 。  

② 中 分 改 良 工 事 に つ い て は ， 23 号 へ の 出 入 口 並
 

← 至 名 古
屋

至 西 尾 →

A2橋 台

A1橋 台

図 -15 自 走 台 車 軌 跡 図  

２ 径 間 時  

３ 径 間 時  
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LEVEL

24013
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↑

※ 2)桁 の 地 組 時 は 、 架 設 完 了 時 よ り S1を S2よ り も

(24169-23603)*100

24013

=2.357%分 高 く 地 組 を 行 う 必 要 が あ る 。

※ 1)ﾕﾆｯﾄｼﾞｬｯｷの 鉛 直 を 保 つ た め 、 道 路 勾 配 の 横 断
方 向 を テ ー パ ー 金 具 に て 吸 収 し 、 縦 断 方 向 は ｷｬﾘｱ
の ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝに て 吸 収 す る 。

・ ﾕﾆｯﾄｼﾞｬｯｷ昇 降 能 力
  ﾕﾆｯﾄｼﾞｬｯｷ4台     600t

・ 一 括 架 設 重 量
 鋼 桁 (HTB含 む )  172.6t
 IB床 版 型 枠      88.2t
 ﾕﾆｯﾄｼﾞｬｯｷ     28.7t*4台
 鋼  材      100.0t
 合  計      475.6t

・ ﾏｯｸｽｷｬﾘｱ積 載 能 力
  ｷｬﾘｱ2台 +ﾄﾞｰﾘ2台     680t
  (ﾏｯｸｽｷｬﾘｱ最 大 積 載 重 量   165t)
  (ﾏｯｸｽﾄﾞｰﾘ最 大 積 載 重 量   175t)

 

図 -16 架 設 計 画 図  

 

び に 架 設 地 点 の ２ 箇 所 に つ い て 行 っ た 。 改 良

し た 中 央 分 離 帯 は 工 事 完 了 後 に 最 終 的 に は 復  

旧 し な け れ ば な ら な い と い う 条 件 が あ っ た 。  

出 入 口 で は 大 型 覆 工 板 を 敷 設 す る こ と に よ り  

中 央 分 離 帯 を 超 え ， ス ロ ー プ 架 台 で  23 号 路
面 上 へ 降 り る 方 法 を 採 用 し た 。 架 設 地 点 に つ  

い て は ， 自 走 台 車 の 移 動 範 囲 の 自 由 度 を 考 慮

し 中 央 分 離 帯 を 撤 去 し 23 号 と の 段 差 を な く
し た 。 そ し て ， ガ ー ド レ ー ル ポ ス ト は 架 設 当

日 に 速 球 に 撤 去 ・ 復 旧 す る 必 要 が あ る た め ，

差 し 込 み 式 の 鞘 管 を 埋 め 込 む 構 造 に 改 良 し た 。 

③ 地 組 立 位 置 は 架 設 地 点 か ら 直 線 距 離 で 約 170m
  離 れ た 国 道 23 号 北 東 の 側 道 ヤ ー ド 位 置 で あ  

 る 。 作 業 ヤ ー ド は ， 国 道 へ の 進 入 位 置 の 高 低

差 を 考 慮 し ， 約 5m の 盛 り 土 を 行 い 水 平 な 地
組 立 ヤ ー ド を 確 保 し た 。  

２ ） 架 設 計 画 の 検 討  

当 初 ，橋 台 か ら 離 れ た 位 置 で 旋 回 し ,橋 軸 直 角 方

向 か ら 桁 を 差 し 込 み ， 自 走 台 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン

で 仮 置 き し た 支 承 上 に 架 設 す る 方 法 を 考 案 し て い

た 。 と こ ろ が ， 跨 道 橋 の 橋 台 と 本 線 の 門 型 鋼 製 橋

脚 の 柱 が 干 渉 す る た め ， 旋 回 で き る 場 所 が な く ，

や む を 得 ず 橋 台 直 上 で 旋 回 す る 方 法 を 採 用 し た 。  

し か し な が ら ， 橋 台 パ ラ ペ ッ ト よ り も 高 い 位 置 で

地 組 立 ヤ ー ド か ら 架 設 位 置 ま で 走 行 し た 場 合 ， 本

線 の 門 型 鋼 製 橋 脚 の 梁 に 干 渉 す る た め こ の 状 態 で

の 運 搬 は 不 可 能 で あ る 。 そ こ で 走 行 時 の 安 定 性 と  

架 設 後 の 危 険 を 伴 う ジ ャ ッ キ ダ ウ ン 作 業 を 軽 減 す  

る た め ジ ャ ッ キ ス ト ロ ー ク 2100mm の ユ ニ ッ ト
ジ ャ ッ キ を 自 走 台 車 上 に 設 置 し た 。 走 行 時 に は ジ

ャ ッ キ ダ ウ ン し た 状 態 で 走 行 し ， 架 設 地 点 で は ジ

ャ ッ キ ア ッ プ し て か ら 旋 回 し ， 架 設 す る 方 法 を 採

用 し た 。  

ま た ， 架 設 地 点 は 国 道 23 号 の 曲 線 区 間 の 上 空
に 位 置 し て い る た め ， 図 -16 の よ う に 架 設 時 に 跨

道 橋 路 下 の 跨 道 橋 に 対 す る 縦 断 勾 配 は 2.3%，旋 回
中 に は 最 大 5.0%の 路 面 勾 配 と な る 。 そ こ で ， 地 組
立 時 に は 跨 道 橋 の 路 下 の 状 況 を 勘 案 し ， ４ 台 の ユ

ニ ッ ト ジ ャ ッ キ の 性 能 を 阻 害 し な い よ う に ， あ ら  

か じ め 縦 断 勾 配 を 2.3%傾 け た 状 態 で 架 設 地 点 の  

橋 台 高 低 差 を 考 慮 し た 高 さ で 地 組 立 を 行 っ た 。 一

方 ， 自 走 台 車 の 横 断 勾 配 に つ い て は ， サ ス ペ ン シ  

ョ ン (600 ス ト ロ ー ク )の 上 下 に よ り 最 大 7.5%の 横  

断 勾 配 ま で 対 応 で き る た め ， 横 断 勾 配 の 補 正 は 行  
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写 真 -5 地 組 立 状 況  

 

わ ず に 地 組 立 し た 。 ま た ， こ の サ ス ペ ン シ ョ ン の

性 能 に よ り 23 号 の 横 断 勾 配 ， 逆 バ ン ク と な る 出
入 口 部 の 横 断 勾 配 ， ス ロ ー プ 架 台 部 ・ 敷 鉄 板 部 の

不 陸 な ど も 全 て 吸 収 す る こ と が で き る と 判 断 し た 。 

３ ） 桁 地 組 立 ・ 自 走 台 車 へ の 載 荷  

① 桁 の 地 組 立 は 160t ト ラ ッ ク ク レ ー ン を 使 用  

し ， ４ 基 の ベ ン ト に て 多 点 支 持 に よ る 地 組 立

を 行 っ た 。 地 組 立 ヤ ー ド が 非 常 に 狭 い う え ，

大 型 ク レ ー ン の 使 用 日 数 を 最 少 と す る た め ，

地 組 立 途 中 で は ， 先 に 地 組 み し て い た ベ ン ト

を 正 規 位 置 に 据 付 け な が ら ， ク レ ー ン の 据 付

位 置 を 確 保 し て 地 組 立 を 行 っ た （ 写 真 -5）。  

② 中 間 ベ ン ト を 解 体 後 ， 両 端 支 点 の ベ ン ト で 支

点 支 持 を 行 い ， 自 走 台 車 に 載 荷 し た 。 自 走 台

車 は 橋 軸 方 向 か ら 桁 下 へ 進 入 す る た め 進 入 側

の ベ ン ト は 門 型 ベ ン ト と し た 。 進 入 時 に は 桁

と 自 走 台 車 の 重 心 を 一 致 さ せ る よ う に 下 げ 振

り を 用 い て 誘 導 し ， ユ ニ ッ ト ジ ャ ッ キ を ジ ャ

ッ キ ア ッ プ す る こ と に よ り 受 け 替 え を 行 っ た 。 

４ ） 夜 間 一 括 架 設  

夜 間 作 業 当 日 は 小 雨 ま た は 降 雪 の 可 能 性 が あ っ

た 。 降 雪 時 に は も ち ろ ん の こ と 路 面 が 濡 れ た 状 態

で も 自 走 台 車 が ス リ ッ プ す る 可 能 性 が あ り ,以 下

の 対 策 を 講 じ る こ と と し た 。  

① 圧 縮 空 気 を 噴 射 し ， 雪 あ る い は 水 を 吹 き 飛 ば

す こ と が で き る よ う に コ ン プ レ ッ サ ー を 準 備

し た 。  

② ２ 種 類 の 路 面 清 掃 用 機 械 を 用 意 し た 。  

③ 砂 を ヤ ー ド 内 に ス ト ッ ク し ， 路 面 凍 結 の 際 ，

散 布 で き る 準 備 を し た 。  

夜 間 作 業 開 始 直 後 に 一 時 的 に 小 雨 が 降 っ た が ，

天 候 は 回 復 し 心 配 さ れ た 路 面 は ， 乾 い た 状 態 で

架 設 す る こ と が で き た 。

 

写 真 -6 夜 間 一 括 架 設 状 況  

                                 

中 分 ガ ー ド レ ー ル ， 出 入 口 部 フ ェ ン ス の 撤 去 ・

復 旧 ,大 型 覆 工 板 の 敷 設 作 業 に ，ほ と ん ど の 時 間 を

費 や し ， 使 用 し た 機 械 も 100t ト ラ ッ ク ク レ ー ン か  

ら ホ イ ー ル ド ー ザ ま で 様 々 な 建 設 機 械 が 行 き 交 う

中 ， 準 備 が 完 了 し た 。 自 走 台 車 の 走 行 速 度 は 8km/h
で あ り ， 最 後 の 位 置 合 わ せ も 問 題 な く 調 整 で き ，

自 走 台 車 が 移 動 し 始 め て か ら 解 放 す る ま で 約 ２ 時

間 で 完 了 す る こ と が で き た （ 写 真 -6）。  

 

（ ４ ） 跨 道 橋 一 括 架 設 の ま と め  

架 設 ま で の 準 備 作 業 で は ， 縦 断 勾 配 を 補 正 す る

場 合 の 形 状 管 理 の わ ず ら わ し さ ， 架 設 当 日 の 天 候

に 左 右 さ れ る 可 能 性 ， 標 識 板 ・ 橋 脚 な ど の 障 害 物

の 有 無 ， 埋 設 物 養 生 の 要 否 ， 中 分 等 の 処 理 方 法 な

ど ， 問 題 点 を 事 前 に 十 分 に 洗 い 出 し て お く こ と が

重 要 で あ る 。 ま た ， 今 回 の 地 組 立 ヤ ー ド で は 部 材

搬 入 用 の 出 入 口 が １ つ し か な く ， さ ら に 夜 間 架 設

時 に は 自 走 台 車 の 23 号 へ の 出 入 口 と も 交 錯 す る 。
こ の た め ，自 走 台 車 へ の 受 け 替 え が 完 了 し た 後 に ，

23 号 へ の 出 入 口 の 盛 り 土 を 夜 間 架 設 前 日 に 行 う
な ど ， 工 程 管 理 に は 苦 慮 し た 。 し か し ， 自 走 台 車  

に よ る 架 設 は ， 今 回 の よ う に 交 通 規 制 が 短 時 間 の

場 合 に は 有 効 な 工 法 で あ る 。 架 設 時 間 は 予 想 よ り

も 早 く ， 安 定 し た 状 態 で 走 行 す る 姿 に は 驚 か さ れ

た 。 こ れ か ら の 都 市 再 生 を 目 指 し た 急 速 施 工 立 体

交 差 化 事 業 ， あ る い は 老 朽 化 し た 橋 梁 の 再 生 法 と

し ， 今 後 採 用 さ れ る 機 会 が 増 え る と 予 想 さ れ る 。  

ま た ， 跨 道 橋 は 平 成 14 年 3 月 に 単 独 で 部 分 竣 工
と な っ た が ， 平 成 14 年 4 月 に 発 生 し た 路 下 の 車
両 事 故 火 災 に よ り ， 被 災 し た 。 こ れ の 補 修 に つ い

て ， 本 技 報 に 掲 載 し て い る の で ご 参 照 願 い た い 。  
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あ と が き  
 

本 橋 で は ， 架 設 地 点 上 空 を 横 断 す る 高 圧 送 電 線

と の 離 隔 距 離 を 確 保 す る た め ， 橋 脚 の 横 断 勾 配 な

り に 各 々 異 な っ た 上 り 勾 配 で 横 取 り 作 業 を 実 施 し

た 。 本 橋 で 採 用 し た 「 横 断 勾 配 の き つ い 連 続 曲 線

箱 桁 を 短 時 間 で 分 割 横 取 り す る 工 法 」 は ， 今 後 の  

道 路 上 で の 工 事 に お い て ， 危 険 を 伴 う ジ ャ ッ キ ダ

ウ ン 作 業 を 最 小 限 に 減 ら し ， 仮 設 備 を 少 な く す る  

と い う 点 に お い て 安 全 面 や ト ー タ ル コ ス ト 面 で 有

効 で あ る と 考 え る 。 本 橋 で は ， 横 取 り ， 縦 移 動 に

使 用 し た ジ ャ ッ キ は ， す べ て 盛 換 え が 必 要 な も の

ば か り で あ っ た た め 盛 替 え 時 間 や 管 理 す る 監 督 や

作 業 員 を 多 く 必 要 と し た 点 な ど 今 後 に 残 し た 課 題

も あ る 。 今 後 は エ ン ド レ ス の ジ ャ ッ キ や 集 中 管 理

シ ス テ ム な ど の 手 法 を 導 入 す る こ と に よ り ， よ り

効 率 的 に 安 全 な 作 業 が 可 能 と 考 え る 。 ま た ， 跨 道  

橋 の 架 設 工 事 に お い て 採 用 し た 工 法 は ， 従 来 行 わ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ て き た 自 走 台 車 に よ る 一 括 架 設 工 法 と 比 較 し て

架 設 地 点 の 環 境 ・ 条 件 な ど か ら 非 常 に 難 易 度 の 高

い も の で あ っ た 。  

大 脇 高 架 橋 （ 鋼 上 部 工 ） 東 工 事 の 完 成 に つ い て  

は ， 日 本 道 路 公 団 中 部 支 社 名 古 屋 工 事 事 務 所 な ら

び に 豊 明 市 役 所 の 皆 様 方 か ら あ た た か い ご 指 導 と

ご 教 訓 を 賜 り ， 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 ま た ， 地

元 関 係 各 署 と 住 民 の 皆 様 方 お よ び 関 連 企 業 体 ， 関

連 企 業 の 皆 様 に も 理 解 あ る ご 協 力 を い た だ き ， 改

め て 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

参 考 文 献  
 

１ ） 日 本 道 路 公 団  名 古 屋 建 設 局 ： 合 理 化 鋼 床 版

設 計 施 工 指 針 （ 案 ）， 2000.5 
２ ） 本 間  順 ・ 廣 瀬 智 行 ・ 溝 端 智 博 ・ 下 川 博 史 ：

大 遊 間 鋼 製 伸 縮 装 置 の 構 造 検 討 と 伸 縮 実 験 ，

駒 井 技 報 ， Vol.20， pp.36-43， 2001.4. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          


